
【実情】女性就業率はM字カーブが緩やかになってきているが、正規雇用
と比べ、非正規雇用の割合が大きく、子育てや結婚・出産により離職し、
再就職でやむを得ず非正規雇用を選択していることが考えられる。また、
固定的性別役割分担意識が根強く残っていることに起因して、女性の家
庭生活における負担が大きい。

【課題】今後予想される、人口減少に伴う労働人口減少の中でいかに労
働力を確保していくかが課題となり、働き方の見直しや働きやすい環境
づくりをさらに促進していく必要がある。

地域の実情と課題

・群馬県(労働政策課、ぐんま男女共同参画センター)

・サークル「エガリテ」（男女共同参画推進をめざす自主団体）
・大泉町労働教育委員会
・大泉町商工会

連携団体

今後さらなる女性活躍を推進していくためには、一般町民に対して
のセミナー実施だけでなく、企業と連携した取り組みや女性管理職
養成、イクボス養成などターゲットを絞ったセミナーの実施、ロール
モデルの発掘など、活躍したいと思っている女性が行動に移すた
めのサポートとなるような企画を立案し、実施していく必要がある。

今後の課題
○男性の家事参画セミナー
「パパと子どものお片付け～楽しくなるお洗濯物のたたみ方～」
セミナー参加者アンケートの「男女共同参画に対する理解が深まったか」
という問いに対しては、「そう思う」と回答した人が88％、「少しそう思う」と
回答した人が12％であり、参加者全員が理解を深めることができた。
参加した父親は30代～50代となっており、幅広い働き世代への啓発を行
うことができた。また、父親とワークショップに取り組むことで、次世代を
担う子どもたちが楽しく工作をしながら、男女共同参画の意識を身につけ
る機会となった。

事業の効果

大泉町女性活躍推進事業【大泉町】

【目的】男性の家事参画に対する意識改革、家事分担の見直しによって
女性が職業生活において活躍しやすい環境づくりにつなげる。
【セミナー参加者数】目標：80人　　実績：18人（8組）
　　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、

 当初の目標よりも大幅に定員を削減して実施。
【セミナー参加者の男女共同参画への理解度】　目標：85％　実績100％

目的・目標

○男性の家事参画セミナー
「パパと子どものお片付け～楽しくなるお洗濯物のたたみ方～」
町内在住または在勤の父親と子どもを対象にお片付けセミナーを開催。
男女共同参画や女性活躍推進に関する認識を深める内容のほか、ワー
クショップを取り入れ、今後の家庭生活に活かせる実践的な知識を学ぶ。
また、ワークショップでの作成物を家庭に持ち帰ることで、セミナー終了
後も家事役割分担などについて話し合うきっかけづくりの効果も期待で
きる。

事業の特徴



事業の概要

男性の家事参画セミナー

「パパと子どものお片付け～楽しくなるお洗濯物のたたみ方～」

日　時 令和2年11月14日（土）　午前10時～正午

参加者 18人　　：　保護者8人（男性7人、女性1人）、子ども10人

講　師
ぐんま整理収納サポート「ここから」代表
吉井　瑞紀　氏

内　容
家事の基本である片付けをワークショップを交えて子どもと一緒に楽しみながら学ぶこと
で、男性の家事参画の重要性について認識を深め、女性の家事負担軽減を図る。

男性の家事参画促進をテーマとし、町内在住または在勤の父親と子どもを対象としたセミナーを実施した。

事業周知にあたっては、町内小学校や児童館、公共施設のほか、町内企業や金融機関などにチラシを配布し、
広く参加を呼びかけた。

【アンケート結果】

「これからご家庭で生かせると思いますか？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・「そう思う」　100％

「男女共同参画に対する理解度は深まりましたか？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・「そう思う」　100％

参加者の方からは、「たいへんよかった」「これからも活用していきたい」など、
楽しくお片付けについて学ぶことができたといった声をいただき、好評だった。

【当日の様子】

「整理」「整頓」「収納」「お片付け」それぞれの言葉の意味を考えながら、片付けることのメリットや必要・不必要を判断する分類ワークなど、
実生活に役立つ知識を学んだ。セミナー後半では、楽しくキレイに洗濯物をたたむことのできる「お洗濯物たたみ機」を親子で工作した。


